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アll，ティメイト

fllツパー・アンド・シルバーの考察
麦谷員里

(まえがき)｢ アルティメイト･カッパー･アンド･シルバー｣というのは、基本的に銀貨と銅貨のダブ

ル･フェイス･コインに銀貨のシェルを被せ、この同じシェルを被せることのできるもう一枚の銅貨か

ら構成されているギャフ･コインのセットを言います( 写真４２)。

写真４２
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これだけでは、説明がまだ不十分です。まず、銅貨と銀貨のダブル･フェイスに被せられているシ

ェルは､ 銀貨(写真ではハーフダラー) からそのまま作ったシェルで､したがって､ 加工前と加工後

ではコインの口径に変化がありません。すなわち、このシェルは､ 他の普通の銀貨や銅貨(写真で

はイングリッシュ･ペニー)に被せることができません。これを､ 普通のコインに被せられるようにし

たシェルは、口径をやや広げてあって、エクスパンディッド･シェルと言いますが、写真４２のセット

のシェルは､ エクスパンディッド･シェルではありません。手順では､ このシェルを普通の銅貨(イン

グリッシュ･ペニー)にも被せることになっていますから、銅貨のほうの口径をシェルに合わせて少

し小さ<削ってあります。横に見えているプラステック製の白いリングは、バン･リングと言って､ ダ

ブル･フェイス･コインに被せたシェルを外す道具です。やり方は後述します。

ここまで読まれた読者の方は、｢え？アルティメイト･カッパー･アンド･シルバーなんてコインの構

造もやり方もいまさら聞かなくても知っているよ｣と思われたかもしれません。ところが､ 最近のギャ

フ･コインの急速な進歩と複雑性は、そう単純ではないのです。なぜなら､ 最近のコイン･メーカー

の商品は、ドット･ラーセンもスクールクラフトも、コインそのものは改良したり応用して新しく開発し

たりしてあるのに、やり方や解説はまったく付いてこないのが普通だからです。購入した人は、自

分である程度考えなければなりません。それには､ なぜ､ この構造のギャフ･コインが必要なのか

を知っておかないと結局宝の持ち腐れになってしまいます。

１。沿革

昔､ といっても３０年､ ４０年 前 です が 、ﾄﾘ ンヽク･コイン は､ いくつ か の例を除い て、あまりポピュラ

ーではありませ んでした。いまではトリンヽク･コインどころかフラップ のあるトリ
　ック･テーブ ルまで販

売されていて､ それ でコイン･ アセンブリーを演じたマジシャンが ＡＧＴ(Ａｍｅrｉｃａ's Ｇｏ↑ Ｔａｌｅｎ↑)で

優 勝 するのです から隔 世 の感 があります 。話を昔 に戻します 。 1970 年 代になって、米 国 のジョン

ソン･ プロダクツが 、カタログとともに、多 種 類 のトリック･コインを広< 販 売 するようになってから加

工したトリック･コインの 商 品 化 が 次 第に進 展･ 普及するようになって来ました。当時 は､ まだ1 ドル

が３６０円とか３０８円 の時 代 でしたし、日 本 の 手 品 用 具 店で米 国 のトリック･コインを販売している

ところもほとんどなく、日 本では一 部 のマニア以 外 、存 在すら知られていなかったと言っても過言で

はありませ ん 。ちなみ に、日 本ではトリック･コインと呼 ぶ 人が 多いようです が 、欧 米 ではギャフ･ コ

インと呼 ぶ の が 普 通 で、もしくはギミック･コインと呼 ぶ 人もいます 。ここでは 、ギャフ･ コインと総 称

します。

手 品 の 世 界に 登場したの は 意 外に古< て、1847 年 です 。約170 年も前なの です 。例 のホフジ

ンサ ー がコインのシェルを発 案しました。このシェル は 、コインと同じ口 径 のもので、い わ ゆるエク

スパンディッド･シェル ではありませ ん 。ただし、一 般には 知られていなくて､ これを世 の 中 に紹 介し

たの はホフマンで､ これ は１８９０年です。約１３０年前です 。１９２８年 には､ 奇術 用 具 店 の商 品とし

てセイヤー( タイヤー) のカタログ Ｎ０.7 に載っています( 写真43 の 左ページ 下段) 。このカタログ

の 記 述を見ますと､ 製 造しているの は″″Ｃａrl Brｅｍａ ＆Ｓｏｎ″という名のメーカーで､ シェル･ コインの

頭 に｢ ポピュラー｣ という形 容 詞 が 付いています から､ すでにかなり普 及してい たことが わ かります。
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したがって､ それまでもロコミやマニアの間では流通していたのかもしれません。しかし､ 厳密には、

このときに一般の奇術愛好家にも購入一入手できるようになったので、これが､ ギャフ･コインの歴

史の嘆矢と言っていいと思います。となると、歴史はわずか９０年です。このシェル･コインは、当

時､ こうしたギヤフ･コインの存在を知らなかった奇術愛好家はもちろん､ 一般の観客には、まるで

奇跡が起こったような印象を抱かせたことと思います。ただ､このシェルの最大の欠点は､ 普通の

貨幣には被せることができないので、被せられる側のコインの口径を狭くしなければならないこと

と､仮に､ 複数枚のコインを使うとなると、いつも､被せられるコインを同定しておかなければならな

いことです。もちろん、扱うコインすべての口径を狭くしておけば、そのような心配は不要です。
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写真４３

では、エクスパンディツド･シェルは、いつできたのでしょうか？これは、１９４０年代になってから

で､ Ｃｏｎrａｄ Ｈａｄｅｎ という人が製造しました。ただし、当然ですが、すぐに市場には販売されませ

んので、しばらくマニアの間で流通していたはずです。一般の手品市場に出回って来た正確な時

期はわかりませんが、１９８３年のタネンのカタログ Ｎ０.14 には掲載されています( 写真４４)から、

このころには、少なくとも､ ニューヨークの奇術家たちには周知のギャフ･コインになっていたと思わ

れます。
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こんなふうに書いて来ると､エキスパンディッド･シェルが市場に出るのが１９８３年なら、｢アルテ

ィメイト･カッパー･アンド･シルバー｣も、1983 年以降だと思われるかもしれませんが､ そうではあ

りません。1978 年のタネンのカタログ Ｎ０.12には､ すでに、ジョンソン･プロダクツのラインのペー

ジもあって、そこには、｢アルティメイト･ジルバ一一アンド･カッパー｣ の名前があります。なお、シル

バーを先に持ってきて､ ジルバ一一アンド･カッパーとしているのはジョンソン･プロダクツの特徴で、

ジルバ一一カッパー･ブラス･トランスポジションもジョンソンの製品はシルバーが先です。参考まで

に､CSB( カッパー･シルバー･ブラス･トランスポジションの略称)に限って言えば､ コイン･メーカー

では、ドット･ラーセンとジャーミー･スクールクラフトがC5B と呼んでいて､ ジョンソン･プロダクツと

タンゴがSCB と呼んでいます。どちらも構成されるギャフ･コインは同じです。したがって､ 呼称に

おいてカッパーが先かシルバーが先かは､ あまり本質的な問題ではありません。

さて、以上のことから、1978 年には、すでに｢アルティメイト･カッパー･アンド･シルバー｣は販売

されていたわけですから､コインのシェルの存在は普及していたことになります。1975 年のタネン

のカタログ Ｎ０.11を見ますと､このジョンソン･プロダクツのラインのコーナーがありませんので､こ

の傍証だけで甚だ心もとない限りですが、｢アルティメイト･カッパー･アンド･シルバー｣は、1975

年から1978 年の３年間の間に開発一発表一発売されたコイン手品ということになります。そして、

エキスパンディッド･シェルの発売は､ さらにこの後になります。これは技術的な問題で､ エキスパ

ンディッド･シェルを作る技術が､1970 年代にはまだなかったことによります。以後、｢アルティメイ

ト･カッパー･アンド･シルバー｣は､ ＵＣ５と表記します。

2｡ あらためてＵＣ５の構成(写真４２再掲)

①銀貨( ハーフ･ダラー)のシェル １個

②銀貨(ハーフ･ダラー)と銅貨(イングリッシュ･ペニー)のダブル･フェイス･コイン

(ただし、口径は小さ<削ってある) １個

③口径を小さくして①のシェルが緩く被さるようになっている銅貨(イングリッシュ･ペニー) １個

④シェルを外すためのバン･リング １個

写真４２(再掲)
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この①のシェルを②のダブル･フェイスに被せて､ 両面をぎゅっと推すとシェルは物理的に固定さ

れて簡単には外れなくなります。その結果､ 手順では、最後にロックされたシェル･コイン(表も裏も

銀貨のハーフダラーに見えます)ともう一枚の銅貨の両方のコインを観客に渡して改めさせること

ができる、となっています。解説がそのように書いてあるのです。まあ、普通に言えばその通りな

のですが､ 銀貨はシェルの被さったダブル･フェイスですし､銅貨は口径の削ってあるペニーです。

したがって､ 公明正大に観客に改めさせられるわけではないのです。特に､シェル付きのコインは、

かなりしっかりと固定してあっても観客の手に委ねるのはかなり不安なものです。かつてのように

ギャフ･コインの存在がほとんど知られていなかった時代はそれでもよかったかもしれませんが、

たとえば日本では､ シガレット･スルー･コインなどは、マスメディアで扱われたせいでかなり多くの

人に知れ渡っていますし､この ＵＣＳも現象が鮮やかなだけに､ 観客がギャフ･コインという言葉を

知らなくても、コインに仕掛けがあるのではないかと疑う可能性は十分にあります。したがって､ 昔

からの手順のように｢最後にすべてのコインを観客に手渡して改めさせることができます｣というの

は嘘ではないですが、現代では通用しません。

さて、両面をぎゅっと推して物理的に固定したシェルとダブル･フェイスは､ もう簡単には外れませ

ん。これを外すために④のプラスチック製のバン･リングが付属しています。これに、シェル･コイン

を嵌め､ バン･リングごと、硬いテーブルなどに叩きつけると､シェルの中のダブル･フェイスが外れ

て来ます(写真４５)。同じような物理的に外れないようになってしまう構造のギャフ･コインは別の

セットでも使いますので、バン･リングもコインに合わせて大きさはいろいろあって､ 材質もアルミ製

や真楡製のバン･リングもあります。

写真４５

話を複雑にしたくないので､この段階では簡単に書いておきますが、いま扱っている物理的に口

ックされるシェル･コインのメカニズムを､ 磁石を使った構造にしたものも作られています。すなわち、

ダブル･フェイス･コインの中に磁石を埋め込み､ シェルの裏側にスチールを装着して､ それでシェ

ル･コインが分離しないようにした製品もあります。磁石でロックされたシェル･コインは､ 空中に投

げ上げたりした程度ではロックは外れません。したがって､ シェルを被せたあと､コインの両面を見

せることができます。利点は､ バン･リングがなくてもシェルとダブル･フェイス･コインが外れること
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で、欠点は観客に手渡せないことです。こんなものがなぜ必要かと言うと､テーブル･ホッピングの

職業奇術師は、テーブルからテーブルへの移動中に､ バン･リングでシェル･コインを外している余

裕がありませんから、磁石によるロックが圧倒的に便利なのです。翻って､ そういう見せ方が十分

に通用するということは、ＵＣＳの演技が終了してから､すべてのコインを改める手順は必ずしも必

須ではないということです。磁石付きのＵＣ５については改めて後で詳しく述べます。

3. ＵＣ５の通常の手順

いろんなバリエーションがありますが、ここではもっとも単純な現象を述べます。また、使用する

コインの技法もできるだけ少なくやさしいものにしてあります。一応､ 最後にすべてのコインを観客

に手渡して改めさせるような演出にしてあります。

[現象]マジシャンは､ 左掌に銅貨、右掌に銀貨を置いて、観客に示します。両方の手をゆっくりと

握り、おまじないをかけてから開くと､左手に銀貨、右手に銅貨に代わっています。もう一度やって

みましょう､と言って､ 今度は､ 銅貨と銀貨を左手に載せ､ 左手を握りながら､ 右手に銅貨を取り上

げます。この状態で､ 両手を握ると、左手に銀貨､ 右手に銅貨があるはずですが､ 両手をゆっくり

開くと、左手に銅貨､ 右手は銀貨に代わっています。それぞれのコインは､ 観客に手渡して改めて

もらうことが可能です。

[準備]

①銀貨と銅貨のダブル･フェイスを銅貨が上になるようにしてテーブル上に置きます。この右隣に

口径を小さくした銅貨(イングリッシュ･ペニー)を置いて､その上に､ 銀貨(ハーフダラー)のシェ

ルを被せておきます(写真４６は解説のためにシェルをずらしてあります)。

写真４６

②この状態に準備するには､ 両方のコインを上着の左右のポケットに入れておいて、それぞれの

手で取り出してくるのが良いのですが､ 左手のダブル･フェイスは手触りでどちらかの面を判断

するのは難しいのでテーブルに置<前にチラッと見て確認してから銅貨を上にして置きます。一
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方､ 右手はややルーズなシェルとコインなので、重ねて慎重に取り出せば手元を見なくても大丈

夫ですからシェルを上にして置きます。

③実際は､ 慣れてくれれば､ ダブル･フェイスのコインも、手触りでどちらの面かは判断できるよう

になります。それまでは目視で確認します。

[やり方]

[第1 段:銅貨と銀貨の入れ替わり]

①左手で銅貨(ダブル･フェイス)を右手で銀貨(シェルと銅貨)をそれぞれテーブルから取り上げ

ます。このとき､ 右手は、ルーズなシェルとその下の銅貨を取り上げねばならないので、ちょっと

もたつきますから､まず左手で先にダブル･フェイスの銅貨を取り上げ、一瞬遅れて右手でシェ

ルと銅貨を取り上げるようにします。

②左手の指先の上に銅貨(ダブル･フェイス)、右手の指先の上に銀貨のシェル付き銅貨を示しま

す。｢左手に銅貨､ 右手に銀貨です。よく覚えておいてください｣と強調します(写真47) 。

写真47

③両手を握ります。左手はそのまま握って、銅貨の面を左掌に押し充てます。右手はこのまま握

りながら、シェルを右掌に押し充ててシェルだけをクラシック･パームします(写真４８)。

写真４８
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